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解説・資料・速報
インドにおける第3回Asianを対象とした
国際協働教育プログラムの共催
　去る平成28（2016）年9月11日㈰から18日㈰に
かけて，3回目となる Asian を対象とした国際協
働教育プログラムを開催しました．「低平地都市
における社会資本の開発と管理」とのサブテーマ
のものと，インドのマンガロールに位置する国立
工科大学・カルナータカ校（NITK）との間の共
催です．同校からは，本学助手としての在籍経験
を有するシバシャンカ教授をはじめ，彼のスタッ
フ，さらに他の教員による全面的なバックアップ
をいただきました．
　上記のプログラムにおけるベースの思想は
「Research Based Education（研究実践型教育）」
です．基礎と応用の関係，または理学と工学の関
係などの間に隔たりを否めないように，教育と研
究の間にも同様の問題が存在します．この狭間を
補うことを目的にその思想は構想され，進化を
遂げてきています．上記のプログラムの実践の
場として，低平地に関する国際会議（ISLT）と
の間の連携を設けており，受講生は同会議におい
て論文の公表・発表・質疑応答を経ます．国際会
議においては本番の前に若手研究者を対象とした
ショートコースなどが設けられることがあり，本
番における彼らの理解をより深く誘うためのケア
がありますが，これよりさらに教育的な丁寧さを
極めたのが上記のプログラムの内容とお伝えすれ
ば，ご理解いただけるでしょう．また，上記のプ
ログラムは本学の大学院工学系研究科博士前期課
程都市工学専攻における「都市工学考究Ⅱ」を母
体とし，所定の課題をクリアすることで受講生に
単位が認定されます．
　インド・マンガロールは同国のアラビア海に面
する南西部に位置し，佐賀からの移動に長い時間
を要するところでした．それでもなお，1名の博
士後期課程における邦人大学院生，1名の工学系
研究科外国人研究生，3名の博士前期課程におけ
る外国人大学院生および4名の邦人大学院生，合
計9名の大学院生が上記のプログラムに参加して
くれました．
　9月11日㈰，夜を徹し午前中に現地到着の後，
午後から開会式が行われ，さっそく一つめの英語
による講義の受講とのハードなプログラムの幕開
けとなりました．期間中は受講生・引率者ともど
も NITK のゲストハウスに宿泊しましたが，受
講生（2名1室），引率者の三島悠一郎講師（都
市工学専攻）や森田俊博講師（研究機関研究員）（低
平地沿岸海域研究センター）は隙間だらけ・虫だ
らけ・自主清掃からなる部屋の寝泊りを繰り返し
ました．引率者の三島伸雄副センター長（1泊）
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や筆者は多少の VIP 待遇を得ましたが，それで
も毎日数匹のヤスデの侵入にとともに目覚めるな
ど，貴重な体験三昧でした．同校はもともと原野
だったところが切り開かれ，作為・無作為の別は
ともかく，原風景と共存するようにキャンパスが
整備されていました．このことが豊富な “ 生息環
境 ” と昼夜をともにする条件をもたらしているよ
うです．野生のクジャクの鳴き声が，毎朝のモー
ニングコール代わりになりました．滞在中は同校
の学生食堂が食生活を支えてくれましたが，味は
格別でした．ただし，朝昼晩と欠けることのない
カレーはさすがにダメージをもたらし，筆者が帰
佐後にカレーを食べたいと思えるようになったの
は，ほぼ1ヶ月後のことだったと思います．
　上記のような現地での生活環境のもと，NITK
からの多数の大学院生・スタッフの参加も得て，
プログラムは表のように進みました．本学からは
三島講師と筆者が登壇し，「佐賀の低平地・都市
工学流」からなる内容を開講させていただきまし
た．NITK 側からも多くの教員に登壇していただ
きましたが，わが国への留学経験を有する教員も
いて，日本語と英語を織り交ぜた内容を開講して
いただくなどの親切に恵まれました．タイ・モン
クット王工科大学の教員による開講もいただきま
した．現地到着後からの夜のノンアルコール状態
にしびれを切らしかけたころ，シバシャンカ教授
が絶妙のタイミングで本学の大学院生および教員
を近場のホテルに接待してくださり，喉の渇きを
潤してくれました．
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日付 9：15－10：45 11：00－12：30 14：00－15：30 15：45－17：15
9/11 ㈰ - -
L
un
ch
 B
re
ak
Opening Ceremony 
Orientation
Geotech. Eng. and 
Lowland Eng.
(Prof. R. Shivashankar, 
NITK)
9/12 ㈪
Hydrological Modeling 
of Coastal Catchments 
using RS and GIS
(Prof. L. Nandagiri, 
NITK)
Depositional Env. And 
Formation History of 
Lowland (Prof. T. Hino, 
Saga Univ.)
History and Engineering 
of Water Quality Control
(Dr. Y. Mishima, Saga 
Univ.)
Soil-Structure 
Interaction
(Prof. Katta 
Venkataramana, NITK)
9/13 ㈫
Study Tour 1
(New Mangalore port)
Study Tour1
(Mangalore Airport)
9/14 ㈬
Geotechnics of Coastal 
Lands
(Prof. Madhav Madhira, 
JNTU, IIT, Hyderabad)
Urban Water 
Management -Issues and 
Challenges (Prof. M. S. 
Mohan Kumar, IIS)
Soft ground 
improvement using 
deep cement mixing 
(Prof.  V. Voottipruex, 
King Mongkut’s Univ. of 
Technology)
Built Environment
( Dr. Bibhuti Bhusan 
Das   , NITK)
9/15 ㈭ 10th ISLT 2016  （第 1 日目） 10th ISLT 2016  （第 1 日目）
9/16 ㈮ 10th ISLT 2016  （第 2 日目） 10th ISLT 2016  （第 2 日目）
9/17 ㈯
Study Tour 2
(Precast Concrete Plant)
Study Tour 2
(Temples)
9/18 ㈰ Discussion Closing Ceremony
　プログラムの期間中には3回の現地視察も準備
され，初回はキャンパス近くの寺院やアラビア海
に面する同校のプライベートビーチを訪れました．
次の回は本格化し，午前中にニューマンガロール
港の改良現場，午後にマンガロール国際空港など
を訪れ，現地の関係者と意見を交わしました．両
場所ともにセキュリティの厳しい場所でしたので，
画像による報告が叶いません．最終回は，ISLT 
2016 におけるテクニカルツアーに合同するかた
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ちのものでした．これらの詳報については本学理
工学部・大学院工学系研究科による今年度の紀要
「ScienTech」において，三島講師によって詳報
されますので，ご高覧ください．
　ISLT 2016 においては，本学における1名の博
士後期課程・邦人大学院生，ならびに1名の博士
前期課程・外国人大学院生が優秀講演賞の栄光に
輝きました．以上のように，受講者はプログラム
の全日程を終え，最終日の9月18日㈰，閉会式の
場で修了証が手渡され，晴れやかな表情を浮かべ
ていました．
　末筆に，このたびの「Asian を対象とした国際
協働教育プログラム」の実施に際し，本学の大学
院工学系研究科をはじめ，学内各部局，見学先の
関係各位に多大なご理解ご協力を賜りました．記
して感謝の意を表します．
（日野剛徳）
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